
　なだれとは、積もった雪が斜面を崩れ落ちる現象で、

大雪が降ったときに新たに積もった雪が崩れ落ちる

「表層なだれ」と、積もっている雪の全てが崩れ落ち

る「全層なだれ」に分けられます。

　表層なだれの特徴は、発生時期が厳寒期に集中して

いて、どこで発生するか予測がつきません。発生回数

は全層なだれに比べて圧倒的に多く、発生直後はほと

んど音響がなく、かつ滑走速度が非常に速いのが特徴

です。

　全層なだれは、古い積雪が融解することにより起こ

るなだれで、雪が溶け出す３月頃に多く発生し、発生

直後の崩落速度は小さく、発生時には大きな音響を伴

うのが主な特徴です。

　旭川地方気象台では、「24時間降雪の深さが30唖以

上」又は「積雪の深さ50唖以上で日平均気温が５℃以

上」が予想されたときに、なだれ注意報を発表し注意

を呼びかけます。特にスキーや登山では、気象状況に

十分注意し危険地帯には絶対に立ち入らないようにし

て下さい。

　なお、市街地では寒さが和らいだ時は、屋根からの

落雪による事故が起きやすく、毎年、命を落としたり

怪我をする方がいます。気温の変化に注意するととも

に、軒下には入らないよう気をつけて下さい。

◎問い合わせ先

　旭川地方気象台　　緯 0166－32－7102

　旭川地方気象台ホームページアドレス
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　北海道では天塩沿岸海岸保全基本計画の変更に当た

り、住民の皆さんのご意見をお聴きすることとしてい

ます。

　つきましては、変更案を次のとおり縦覧しますので、

ご意見のある方は、平成28年１月15日（金）までに縦

覧場所の各課へ書面（任意様式）で提出してください。

◆縦覧期間

　平成27年12月８日（火）～平成28年１月６日（水）

◆縦覧場所

留萌振興局留萌建設管理部用地管理室維持管理課、

留萌振興局産業振興部水産課及び農村振興課、

　小平町役場経済課　

※縦覧期間は30日間、意見提出期限は縦覧終了日から

10日

◎問い合わせ先

　留萌振興局留萌建設管理部用地管理室維持管理課

　緯 0164－42－8369

◆家裁調査官の仕事とは

　家庭裁判所調査官（家裁調査官）は、裁判所という

司法の世界の中で、心理学などの専門的な知識や技法

を使って、家庭内の問題の解決や非行少年の立ち直り

に向けた「調査」や「調整」を行っています。

◆具体的な活動

　少年事件では、少年や保護者と直接会ったり、心理

テストをしたり、家庭や学校を訪問したりして、様々

な視点から情報を集めて、非行の原因やこれからどう

すれば立ち直ることができるのかを考えます。

　家事事件では、例えば、両親が子どもをめぐって

争っているときに、子どもと会い、その思いをよく聴

いて裁判官や両親に伝えたり、子どもの幸せを最優先

にした解決の方法について助言したりします。

◆家裁調査官になるには

　裁判所職員採用総合職試験（家庭裁判所調査官補）

に合格し、家裁調査官補として各地の家庭裁判所に採

用されると、約２年間の養成研修を受けた後、家裁調

査官に任命されます。

（裁判所ウェブサイトには、家裁調査官の仕事につい

て詳しく紹介したリーフレットや、採用試験に関する

案内が掲載されています。採用試験は、より受験しや

すくなるように平成27年度から見直されました。）
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